
外来紹介 看護師15名で勤務しています
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主に、心身に障害のある患者を対象とした
診療や検査、処置などの介助を行います。
整形外科外来と同様、入院・手術を目的

とした患者への援助や調整を担っています。
また、排尿管理（自己導尿など）が必要な
患者への指導（各患者に応じた方法、物品
の提案など）のフォローを行っています。

各科において、診療や処置・検査などの
介助を行います。

原疾患が多岐に渉る患者（小児麻痺、脊椎
損傷、リウマチ、高次脳機能障害など）を

対象としており、各疾患の特殊性や
患者自身の背景に応じた援助を心掛けて

います。整形外来においては、
夜間・休日救急診療の介助も行っています。

小児科は、運動（リハセンター）・発達
（わかば）に分かれて、各々に遅れのあ
る子供たちの診察、予約調整をしていま
す。学校連携やCARE（子供と大人の絆を
深めるプログラム）の調整もしています。
子供への対応のみでなく、親との関係も
とても重要です。いろんな子供たちと仲

良くなれて楽しいです。
みんなとってもかわいいですよ

高次脳機能障害患者の
診察介助や、患者とその家族への
対応を行います。患者・家族が抱え
ている様々な問題を、診察前後で
コーディネーターや訓練士と共に
フォローしています。また就労相談
や夫婦間の問題、車の運転など患者
をとりまく様々な課題への対応に
多職種が一致団結して取り組んでい

ます！！

主任会だより
2025年度第2号

次回は 1病棟と2病棟の紹介です

イメージ写真です

様々な関連
部署との連携
を大切に、
みんなで日々
頑張っていま
すスタッフに聞いてみた！！

『外来勤務の魅力って？』

＊毎日色々な患者さんと関わり、
色々な処置・対応が行え、様々な
経験ができます
＊接遇力が求められるので、接遇力
上がります！！
＊間近で興味深い症例に接する時、
外来ならではの醍醐味を感じます
＊その時その場での判断力が必要な
ため、対応力がつきます
＊手術後、体調が改善した患者さん
の笑顔にも触れる機会があり、
こちらも元気がもらえます

＊患者さんに接することができるの
は、病棟に比べると短い時間とは
思いますが、その時間の中で
『患者さんの心を掴む』ことがで
きた時（コミュニケーション能
力）はやりがいを感じます
＊日々患者さんが違うので毎日が
勉強です。その場その時の対応を
考えながら診療介助を行うことが
できます
＊夜勤がないので、生活リズム（睡
眠サイクル）が整えられます



OP室紹介
看護師12名看護補助者2名で
中央材料室＆OP室を支えています

看護補助者さんは
主に中央材料室の
洗浄・滅菌・SPD
など関わってます

手術前 手術中 手術後

術前訪問

術前訪問で得た情報を
電子カルテにまとめ
情報共有します

入室

患者さんの間違いがないか
確認を行います

手術が安全に
進行するように
器械出し看護師と外回り看護師がサポートをしてます

退室

部屋の片づけ清掃と
次の手術の部屋の準備をします

部屋へ訪問し直接患者さんの状態や不安を
確認します

患者さんの状態
を観察しながら
退室します

OPざんまい

外来や救急外来の
業務もやってるよ

心理的安全性の高い職場を目指し
カンファレンスや小チームでの勉
強会企画なども活動しています

興味のある方は院内交換留学で経験してみてください
待ってま～す

外回り看護師は病棟へ申し送り
をします
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